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発行：野村地区まちづくり協議会 第２号：平成 23 年 1 月 

いました。回収率も右記の通り98.1％と非常に

高い結果となりました。集計結果については、

概要を本号にてお知らせいたします。 

また、アンケート調査実施後の11月、12月

においてもまちづくり協議会にてまちあるきや

ワークショップを開催するなど、一歩一歩では

ありますが、まちづくり活動を進めております。

（Ｐ３(下段)～Ｐ４をご参照ください。） 

 皆様、野村地区をより良いまちにしていくた

めのまちづくりに今後ともご協力のほどよろし

くお願い申し上げます。 

■■回回収収率率

配付数 

161枚 

回収数：158 

（98.1％） 

未回収数：3 

（1.9％） 

0% 100% 

配付数 回収数 回収率 

地区内居住者 141 138 97.9％ 

権利者(地区外居住者) 20 20 100％ 

合計 161 158 98.1％ 

新春の候、皆様には益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。 

昨年の10月に行いました（第１回）田園まちづくりアンケート調査にご協力頂き、ありがとうござ 

  

住み続ける：120 

（87.0％） 

転出の予定があ

る：2（1.4％） 

わからない：12 

（8.7％） 

無回答：3 

（2.2％） 

子供も住み続ける 
：39（32.5％） 

自分の代までだと
思う：21（17.5％） 

わからな 
い：48 
（40.0％） 

その他：2 
（1.7％） 

無回答：10 
（8.3％） 

・次世代(子供)について 

0% 100% 

0% 100% 

その他：1 

（0.7％） 

■■集集計計結結果果のの概概要要

永住意向（これからも野村地区に住み続けられますか？）

「住み続ける」が87％と高いが、次世代は32.5％ 

 「住み続ける」とする回答が120（87.0％）と最

も多かったが、その内の次世代(子供)については 39

（32.5％）と3分の1となっている。 
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⑦災害による危険の心

配がない 

⑥治安や風紀がよい 

⑤医療や高齢者福祉が

充実 

④日常の買い物が便利 

③家の周辺道路に不自

由はない 

②公園等公共の広場に

恵まれている。 

①緑や自然環境が豊か 

7（5.1％） 8（5.8％） 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100% 

無回答：7（5.1％） 

わからない：3（2.2％） 

32（23.2％） 82（59.4％） 

9（6.5％） 

26（18.8％） 48（34.8％） 54（39.1％） 

6（4.3％） 4（2.9％） 

15（10.9％） 

115（83.3％） 

6（4.3％） 

2（1.4％） 

23（16.7％） 99（71.7％） 

9（6.5％） 5（3.6％） 

7（5.1％） 5（3.6％） 

67（48.6％） 23（16.7％） 36（26.1％） 

61（44.2％） 24（17.4％） 38（27.5％） 

2（1.4％） 

12（8.7％） 

83（60.1％） 13(9.4%) 35（25.4％） 

そう思う 思わない ややそう思う 

・その他必要と思う施設： ・町内（村内）の誰もが気軽に集えるサロン的な場所（世代別たまり場的存在） 
・老人の憩い場所、喫茶でもよい  ・小さくてもいいのでスーパーがほしい  ・コンビニ  ・銀行 

⑥農産物直売所 

④町工場、中小事業所 

①食品スーパーなど 

②診療所、病院 

③老人福祉施設 

⑤市民農園 

⑦ものづくり工房など 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100% 

分からない：2(1.4％) 

8（5.8％） 

無回答：6（4.3％） 

4（2.9％） 

63（45.7％） 40（29.0％） 

66（47.8％） 34（24.6％） 

76（55.1％） 38（27.5％） 

70（50.7％） 44（31.9％） 

48（34.8％） 63（45.7％） 

35（25.4％） 77（55.8％） 

8（5.8％） 7（5.1％） 

23（16.7％） 

9（6.5％） 9（6.5％） 6（4.3％） 

10（7.2％） 10（7.2％） 4（2.9％） 

9（6.5％） 4（2.9％） 

9（6.5％） 8（5.8％） 

14（10.1％） 

9（6.5％） 

23（16.7％） 

59（42.8％） 52（37.7％） 19(13.8％) 

必要 できてもよい 

特に必要ない 

各種施設の必要性（今後の各施設の必要性についてどう思われますか？） 

食品スーパーや診療所、老人福祉施設で必要性が高い 

 食品スーパーや診療所･病院、老人福祉施設で比較的必要性が高い。ものづくり工房や農産物直売所について

は、「必要」というよりは「できてもよい」が多くなっている。 

地区の環境評価（今の野村地区の環境についてそれぞれどう思われますか？） 

豊かな自然環境や治安･風紀、耐災害で評価が高いが、買物利便や福祉、公共広場で評価が低い 

 「そう思う」「ややそう思う」を合わせると、自然環境については 118（85.5％）と評価は高く、治安･風

紀、耐災害についても60％を超えているが、買物利便や医療・高齢者福祉、公園等の公共広場については、「思

わない」が、83.3％、71.7％、59.4％と過半数を超えており、比較的評価が低くなっている。 
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どなたでも

是非：68 

（49.3％） 

加古川市内の方で

あれば：11（8.0％） 

八幡町内の方で

あれば：9（6.5％） 

その他：10 

（7.2％） 

無回答：13（9.4％） 

あまり来てほしいと思

わない：27（19.6％） 

0% 100% 

積極的に参加

している：52

（37.7％） 

時々参加し

ている：61

（44.2％） 

無回答： 

3（2.2％） 

家族が参加して

いる：10（7.2％） 

参加していな

い：12（8.7％） 

0% 100% 

移住者受け入れ意向（地区外の方が移り住んでこられることについてどう思われますか？） 

「どなたでも是非」が49.3％で最多 

 「どなたでも是非」が68（49.3％）と最

も多く、「加古川市内の方であれば」「八幡町

内の方であれば」を加えると88（63.8％）

と過半数を超える。 

一方、「あまり来てほしいと思わない」も

27（19.6％）と約２割あり、誰でも、どん

な方でもいいわけでなく、地域共生に理解の

ある方が求められる。 

町内会等の地区の行事への参加状況 

「積極的に参加」と「時々参加」を合わせ、８割を超える高い参加状況 

地区の結束力・団結力のバロメーターにも

なるであろう、町内会等の地区の行事への参

加状況は、「積極的に参加」と「時々参加」

を合わせると113（81.9％）と非常に高く、

秋祭りなどの町内行事への関心が伺える。 

★まちあるきを行いました！ 

★ 意見を出し合いました！ 

ワーク 
ショップで 

去るＨ22 年 11 月 28 日（日）の午後 1 時

より本村と野新村の２班に別れ我が町を再確認

する「まちあるき」を行いました。その後、地区

の魅力や問題点を洗い出すワークショップも続け 

て行いました。（次頁のまとめ図参照） 

・まちあるきの様子 

・ＷＳ（ワークショップ）の様子 

まちあるき後のワークショップでは、「地区の魅

力と問題点・課題を洗い出す」をテーマに意見を出

し合い、Ｈ22年12月23日（木･祝）のまちづく

り協議会においては、前回の地区の問題点・課題を

整理した上で、それらのより具体的な解決策を探る

ワークショップにて意見を出し合いました。 
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どりのガイドライン”（案）の今後の運用方針 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
当地区の田園まちづくりについてご意見、ご質問がありましたら、下記までお問合せ下さい。 

野村地区まちづくり協議会   会長：       （ＴＥＬ：            ） 

＜お問い合わせ先＞ 

高田牧場（養豚場） 

跡地の改善・有効利用 

（廃屋になっており危険） 

野新村 

古窯跡 

八幡神社 

（厄神祭：2/18～19） 

自然の山地

を残そう！ 

道標 

右：三木 

左：小野 

野村池 

秋祭り 

（10月第二土日） 

田園景観 
井ノ大神社 

（水の神様） 

田園景観 

大歳神社 

子供相撲大会 

（9月23日） 

カシの大木 

野新村古墳 

もう少し周

囲をきれい

にしよう。 

愛宕神社 

県道からの参道の

整備。今は、工場の

敷地からアプロー

チするしかない。 

野村、野新

村の連絡通

路の復元。 

道標 

新池 

庚申さん 

最近県道の

西側から移

設した。 

右折レーンが

ないためよく

渋滞する。 

通学路になっている

道が渋滞の抜け道に

使われており、危険。 

生活道路が渋滞

の抜け道に使わ

れており、危険。 

道が狭い。 

セットバックし

て拡幅しよう。 

空家： 

不法投棄： 
緑 

（地区周囲の森や歴 

史ある鎮守の森等） 

荒れて汚く、

見通しが悪い

樹木の伐採。 

空間があり、環

境が良い。 
レイノ 

下古墳 

ビクニンさん 

正月祷 

祗園さん 

神社・ほこら等： 

ギャラリーなかしま 

お地蔵さん 野々大神社 

（四人講） 

県道の歩道整備。 

交通量が多く危ない。 

日常の買い物が不便。 

新池窯跡 

地蔵尊、道標 

古墳・古窯： 

六地蔵 

新井(しんゆ) 

昔の湧水。 

今は枯れてし

まった。 

〈歴史・文化（魅力）〉 〈残していきたいもの･こと（魅力）〉 〈問題点・課題〉 

①八幡神社や野々大神社等の

神社やほこらの保全・継承 

②秋祭りや盆踊り、各「講」

の継承 

③古墳や古窯跡等の史跡の

保全と顕彰 

①田園景観 

②地区周囲の自然山地や鎮守の森 

③秋祭りをはじめとする庚申祭、

祇園祭、子供相撲大会等の行事 

④野村池等の水源地の保全 

（池・湧水・井戸水） 

①高田牧場跡地の整備・有効活用 

②集落内の狭小道路の改善と

通過交通の抑制 

③県道の歩道整備 

④日常の買物が不便 

⑤空家・空地・不法投棄 

⑥山からの雨水対策 

※これらの意見はワークショップのまとめであり、決定事項ではあ

りません。 

山からの雨

水対策（道

路上に雨水

が流れる） 

稲荷神社

の管理。 

野村城跡 


